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1. はじめに

東京第二師範学校男子部附属小学校(以下，東京第二男子附小)は，文部省教

科書局(以下，教科書局)から1946年12月に1947年度の実験学校に指定され，社

会科の実践研究に取り組んだ。当時の東京第二男子附A、は， ，-社会科の発足にさき

がけて，勇姿を自本教育界にさっそうとあらわしたところJ<1lと評価され，社会科

の実施過程において重要な役割を果たした。こうした中で，東京第二男子附小で

は， 1947年3月までに社会科単元指導計画を完成させて 5月に発表している O

この社会科単元指導計画の作成について，のちに東京第二男子附小は，次のよ

うに述懐している ω。

f教科学習の整備と充実とに力めながら クラブゃ活動の前身ともいうべき

f文化活動jと生活再建の切実な要請に応えて勤労を担つての『復興活動J
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とを創設してその両翼にそなえ，更に生活自治のねらいに立って f自治活

動jを促し学校教育の組織に組み入れた。この三つの特別学習指導が自主

と協同，個性化と社会化との調和の上に健実な生活気運を醸成し，やがて

社会科の作業単元による学習の基礎を形成して，今日の我が校の教育計画

にがっちりと筋金をいれてくれたわけである。j

ここから，東京第二男子附小では，文部省が編纂した f学習指導要領社会科編

1 (試案)j(以下， r要領 1j)の情報に加え， 1文化活動J1自治活動J1復興活

動jという 3活動を基盤に社会科を構想したことがうかがえる O このうち「文化

活動jと「自治活動jは 4月以降は新教科「自由研究jに再編されるが，これ

らの教育経験は，関年l口1月までの社会科単元指導計画の修正作業でも大きな役筈割t 
を果たしている {ω3お)

しカか、しながら，これまでに東京第二男子附小の社会科単元指導計画の作成につ

いて 3活動との関連から検討されることはなかった。それは，当時， r要領 1j 

の編纂委員である尾崎}常四郎による「作業単元のそれぞれが文部省案の問題のど

れと関連しているかをしめしていることや，作業単元の数は多きをさけようとし

ているJ'4)という点での評価や，文部省の石川二郎により， 1文部省の社会科コー

スオブスタデイーの占める地位は極めて大きく，第二附属小学校が文部省研究指

定校としての性格上にまず文部省案 (1問題単元J) によったのはやむを得なかっ

たJ(S) (( )は筆者)と言われ， r要領リの「問題単元jを具体化した社会科単

元指導計画と伝えられてきたことが関係していると考えられる O また，国語教育

史の立場から東京第二男子附小の1947----1949年度の教育実践を検討した本橋は，

社会科単元指導計画の概要を紹介するにとどまっている(ヘ特別活動史の立場か

らわj¥学生の自由研究j誌を検討した根津も，向誌への東京第二男子附小の教官

の関わりから，同校が「自由研究jに力を入れていたことを指摘するのが，社会

科との関係には言及していない。したがって，東京第二男子約小の社会科単元指

導計画の特色を明らかにするためには，前述の 3活動との関連から再考察する必

要がある O なお，このことは，教科書局の実験学校である東京第二男子附属小に

よる社会科単元指導計画作成の特質を明確にするという意味において，成立期社

会科の実施過程 (8)を解明するための重要な基礎的作業として位置付けられる O

以上から本稿では 東京第二男子附小が1947年 5月に発表した社会科学習指導

計画の作成過程を「文化活動J1自治活動J1復興活動Jとの関連から検討し，単
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元構成の特質を明らかにすることを目的とする O そこで次の手続きをとる O まず，

1945~47年 5 月の研究動向を整理し，社会科単元指導計題作成と「文化活動」

「自治活動Jr復興活動jとの関わりを明らかにする O 続いて 「自由研究jへの再

編を踏まえながら， r文化活動Jr自治活動Jr復興活動Jの実態を明らかにする O

その上で，社会科単元指導計蕗と「文化活動Jr自治活動Jr複輿活動jとの関連

を検討し，単元構成の特質を明らかにしたい。

2.東京第二男子院小における社会科単元指導計画の作成状況

( 1 )終戦直後の東京第二男子約小の状況

終戦後の1945年秋，東京第二男子附小の教官と児童たちは，山形県の村々の寺

の疎開地から，焦土の池袋に戻った{ヘ疎開引き上げ後の東京第二男子附小の状

況について，当時研究主任であった小出昌一教官は，次のように述懐している(側1ωω0ω)

「何自昭百和二十一年の新年を迎え，そして二十一年度新入学児童を受け入れよ

うとする頃になって，ようやく学校教育の復興 新しい教育の創造に立ち

向おうという気力が燃え出した。 。焼土となっている本校校舎焼跡の片づ

け活動 O 焼け残ったIy付属小校舎の修復活動 O運動場の片づけ整地活動

01日農場の整地と農作物の栽培活動 Oみそ汁給食室の工作活動 O机-

こしかけ・黒板等の修理作業

このような労働に当り，休けい時には焼石に坐りながら今自の授業をどう

するか，新しい教育をどう進めるか論議しあった。J

そこで，東京第二男子附小で、は， r児童の心に灯をともすJ(lI)ために，土曜日を

「復興活動jの日とし，掘り返された校庭の防空壕の整地や校舎内外の整備を開始

した。この f復興活動Jにより校舎内外が整備されてくると，次は， r文化活動j

という名でクラブ活動， r自治活動Jという名で自治会活動を開始し， 1946年12

月6日の文化活動発表会と 1947年3月17日の第 l国公開研究会で報告している O

こうした活動の背景には，黒j峯得男主事の指導があった。当時黒津は，教育を

立て直すために，教育者の自主性を重んじ， r教育の客観的普遍性を信じっ、吾々

は又教育が現実に郎して建設J(12)することを主張した。黒揮の言う「客観的普遍

性jとは， r現実の社会に存する教育的要求を科学的に調査研究jして得たデータ

を教育活動の科学的基準とし，子ども達が自己の生活や行動に最も役立つ知識と

能力を獲得するように指導することである O 具体的には 「既成の学問によって形
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式的な教科課程を編成し，之によって教育するJのではなく，社会の要求と児童

の実態調査の成果に基づき，子どもの活動を中心とする「常に生きた社会の中に

おける生きた生活の指導Jを重視することを意味した。

以上を踏まえ，東京第二男子附小は， 1946年11月から井坂行男(日)による実態調

査の指導を受け，新たな教科研究を開始した。その際，実験学校としての研究開

始に先立ち， 11月 25~28 日の教科書局主催調査指定校者講習会(於長野市教育会

館)に参加し，鬼童の実態調査に基づく研究方法を摂取した(14)。その上で，東京

第二男子附小は， 12月から実験学校として，本格的に社会科の実践研究を開始し

たのであるω。

( 2 )社会科単元指導計画作りの実施

東京第二男子的小の社会科実践研究は， 1946年12月 l日から開始され， 1947年

4月28日の授業公開を経て 5月に f新しい各科学習指導の研究j(学修会出版)

と f新社会への子供-1社会j科教育の研究-j (牧書房)として発行された。こ

の作業は，次の「本校教育の構想、jに基づいて行われた {160

「イ，自学協同の教育理念と児童教育 ロ，自学協同の教育理念と現実の

諸問題 ハ，自学協i可の教育実践とその段階 第一段階真実を求める研

究活動の経過 第二段階 見童の実態調査に基づく学習指導 第三段階

自学・協同の学習指導と施設学習手引 其の他一般環境の整備・研究j

ここから，東京第二男子附小は，自学協同の理念のもとで児童の実態を踏まえ

た教育活動を目指したことが確認できる O そのため， 1子どものありのままの姿を

捉え，またそれによって変りつつある社会の動きを理解し，その子供の自由な成

長と発達とを助けるところに学習指導と文化活動とを位霊づけJ(1ηた。

こうした中で行われた社会科単元指導計画の作成過程について，小山教官は次

のように述べているω。

日 約三ヶ月に亙って(一)にのべた前掲問題の研究協議をかさね，幾度

か文部省其の他の方々の指導を受けて来た。 2 本校児童の生活一般調査

及び社会科指導と児童の心理的発達についての実態調査，更に父兄及び地

域社会の様々な調査を進めた。 3 こつした基礎の上に，学校経営方針と

連関して社会科指導計画案を研究部員中心に立案して 全体会議にかけて

一応の案を作成したのである。J( は筆者)
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ここから，東京第二男子前小の社会科単元指導計画作りが 文部省関係者等の

研究者の指導と児童や地域社会の実態調査に基づいて行われたことが確認できる D

前者については， I要領リ編纂委員長の重松鷹泰と，井坂，初等教育研究協議会

の関わりである。重松との関わりについて，のちに小山教官は， r文部省の重松腐

泰先生が f新しい教育の進め方について，手伝ってくれ-Jとのおよびで，文部

省の委員になったJ(19)と述懐している O また， 1947年3月19Bには， 3丹24----27

日の東京都教育局主催新教育研究協議会の小学校社会科パネルデイスカッション

登壇者による「作業単元J構成の検討会側に，黒j畢主事が参加し， I要領 1J編

纂者から指導を受けている O 井坂との関わりについては，井坂が東京第二男子附

小への指導について 次のように述べている ω。

「私がかつて本校に奉職し(昭和十三年春一十五年春)附属の教宮数名が

私の教え子であること，本校に文化活動が，私のいた頃から一正確にはも

っと前から一実施され，研究されていたのを知っていること，とりわけ，

この研究に一特に調査について一教育研究を志す一人の学徒として協力し

た事実と責任とから私は免れようとは思わない。j

ここから，井坂は，豊島師範学校時代の教え子である小山教官らとの関係から

指導者として招かれ，児童の実態調査に関わる指導を行ったことが確認できる O

初等教育研究協議会との関わりとは，黒j畢主事による協議会への参加を通したア

メリカの教育情報の摂取である ω。

このような中で作成された社会科単元指導計画について，黒j畢主事は， r新教育

運動の中で自本ではじめて，作られた教育課程J(却と評価する O また， r当時まだ

文部省では，学習指導要領も教科書も編纂途上にあったもので，その全貌は知る

出もなかったJ(24)中で作成されたため，両角教官は， r文部省でしめした単元選定

基準(低学年，中学年，高学年)，学年別指導呂標，問題単元及び不十分ではあるが

一応まとめた池袋を中心にした社会環境調査，児童の基礎的実態調査等の結果を

総合検討してどうにか創り出した作業単元であり社会科学習指導計画であったJ(25) 

と述べている O

しかし，東京第二男子前小は，社会科単元指導計画立案の際に f要領 1Jに示

された目標を十分に尊重していく以上に，次の 8項呂を重視したとする (26)0

r 1 知性の高い独自自主の人格を養うこと O 自己の尊さを知り，自分を

大切にすること，そして自分の中に宿されている尊いものを，自己の努力
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によってあくまでも発揮していくように。従って真実にあこがれ真理を追

求してやまない態度を養っていこつとするものである O 都市生活の複雑性

と暗黒面。ゅうわくの多いことなどに対しても こうした態度と能力を養

うことによって対処させていこうとするものである o 2 健康生活えのよ

い習慣を養い，強い体力を培わねばならない。通学の安全，危険の防止を

始めとして都市生活児童の健康教育は特に之を強調していかねばなら

ない。 3 経済生活，特に都市の消費生活について理解させて，現下の経

済危険に対処して子供ながらの生活技術 能力を養うこと o 4 学校生活

における自治組織 自治活動及び遊びの生活領域とか 家庭における子供

の勤労活動，交友生活等は従来比較的未開拓のままになっていた。従って

此の生活領域に若目して指導の具体化をはかろうとすること。 5 校外施

設(成美荘田園農場)とか地域社会の施設を十分に利用していく事。 6 戦

災をうけた学校の不備な施設を活かし復興への活動をうながしながら力強

い実践力を養うこと o 7 子供を尊重し，子供の自発活動を重んずること

は申すまでもないが 同時に撲を重視し 正しい訓育を強調していくこと O

8 先ず指導の可能な問題から実践にうっし，地味でよいから着実に教育

をしていくこと。社会科指導が一種の流行に走り芝居がかったものになる

ことを厳に慎しむ事。J( は筆者)

ここから，社会科単元指導計画立案の際に「学校生活における自治組織，自治

活動及び遊びの生活領域とか，家庭における子供の勤労活動，交友生活等Jr校外

施設(成美荘!琵慰農場)とか地域社会の施設を十分に利用していく事Jr戦災をう

けた学校の不備な施設を活かし復興への活動をうながしながら力強い実践力を養

うことjを重視したことが確認できる O これらは 「文化活動Jr自治活動Jr復興

活動Jが重視した内容であり 社会科単元指導計画の作成において 3活動が大き

な役割を果たしたことを意味する O

では，実擦に社会科単元指導計画作成において重視された「文化活動Jr自治活

動Jr復興活動jの取り組みとはいかなるものであったか。そこで次に，この 3活

動の実態について明らかにしたい。
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3. r文化活動Jr自治活動Jr復興活動j

( 1) r文化活動Jr自治活動Jr復興活動Jの実施状況

先述のように，疎開引き上げ後の東京第二男子附小では，学内整備のために

「復興活動jを開始した。「復興活動jの指導記録は残されていないが，当時の教

宮の伊藤一郎が，次の回顧を残している (27)幻27)η)

「土i躍!濯謹臼を『復輿j活舌5弱動手訪bJと称して，授業を止めてしまい，先生と子ども達

が一体となって，校舎内外の整備に当たることを提案した。かかとのつぶ

れた古ぼけた靴をつっかけ，よごれた運動鱈子をちょこんと頭にのせて，

全くかまわぬ姿で皆の先頭に立ち，かいがいしく指導しておられた小山先

生の姿が今も自に残っている o r六年生は植樹Jr五年生は防空壕の穴埋めj

f四年生は壁のよごれ落としjと，さいはいを揮う姿は， りりしいという

より，どこか，こっけいさがあって，職員を納得させるものがあった。j

ここから， r復興活動jは，小山教官を中心に， r植樹Jr防空壕の穴埋めJr壁
のよごれ落としj等の学校内の整錆活動を中心に行われたことが確認できる。

「復興活動Jで学内が整備され，次に開始したのが「文化活動jである o r文化

活動jは， r教科指導を根基とし教科内容を総合的旦具体的に扱い，実生活に生か

し以て児童の教養を向上せんとする児童中心の自立的な研究活動を目ざしたも

のJ(28)である O この活動は， 1間性伸張に束縛があった国民学校教育を反省し，豊

島師範学校時代の経験(鈎)を振り返り，自立的な研究機関で、児童の品性陶冶と文化

向上を目指して開設された。「文化活動jは，次の 4つの呂標に基づいて実施され

た。 1つ自は， r児童中心の活動の強化jである o r文化活動jでは，教師は，教

科指導のように児童に指導する立場ではなく，相談相手として児童の自由な研究

意欲を引き出す役割を担った。 2つ呂は， r偲性の伸張jである o r文化活動jで

は，国民学校期のように一定の人間像を規定して児童を育成するのではなく，児

童の個々の素質と能力の伸張を自指した。 3つ自は， r文化財をより児童の生活に

結びついたものから取材するjことである o r文化活動jでは，教師がある条件か

ら計画的に文化財を与える教科指導とは異なり，児童が主体的に文化財を取り上

げながら教養の獲得を自指したo 4つ自は 「社会性の伸張」である o r文化活動J

では，向年齢の友からなる学級ではなく， 1可じ研究意欲，異性，異年齢の中で指

導ーした。そのため，上級生の責任ある行動と研究を下級生が見習うことで，責任，

協i可，寛容等の社会性が伸びると考えられた。
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以上を踏まえ， r文化活動Jは，午後から二時間程度，各研究部(理工-文芸・

書道-郷土・音楽・童劇・図蕗・手芸・運動・題芸・英語)で，自由に研究を行

った刷。 1946年 5月以降は 一 二年児童の未分化な状態と各文化部の運営とを

考慮して総合文化部に，英語部は，英語科が準正課とされたことで一時廃止され，

運動部，題芸部，郷土部も第四学年以上に設置された。各部の研究成果は，先述

のl凶94必6年1ロ2月6日と l凶947年3月l口7日の研究会でで、報告されている {ω3幻川!)

「自治活3窃動手訪bJは，学校や学級生活の問題を自らの手で解決することで，児童たち

に本当の生活力を身につけるために実施されたo r自治活動jでは，学校自治会に

より「全児童に関する自治活動の具体的な根本事項を決定するJ<犯)活動が行われ

た。学校自治会は，毎週一郎，学校自治会に提出する議題の討議や学校自治会の

決定事項を具体的に展開するための学級自治会を行い，そこでの決定事項を各組

の学級委員 3名が発言するというものであった。

しかしながら， 1947年度から「復興活動jは勤労活動ω，r文化活動Jと「自

治活動Jは，新設の「自由研究jに吸収される O それは， r復興活動Jは，校舎や

校庭が整備され，教室清掃，美化，備品の整理保管，学校菌や農国の作業等が必

要になったことと， r文化活動jは クラブ活動を主流として各教科との連携や研

究活動的な学習の導入を呂指してきたこと 「自治活動jは 児童の自治性伸長の

問題を「文化活動jの中で自然に身に付くように模索してきたという背景があっ

たためである倒。

( 2) r自由研究jの新設による「文化活動Jr自治活動jの再編

「自由研究jは， r個性の伸張Jr自主的な活動Jr継続的な学習活動Jr社会協同

的活動」を白指して発足した。この「自由研究jの実施にあたり，東京第二男子

附小は，次のように述べている倒。

「今迄の文化活動には若干の修正(例えば社会科と殆ど一致する郷土斑の

発展的解消等，各文化班在否の問題)を施し 趣味に集まるクラブ活動と

して協力に成長せしめると共に，学級或は学年を主体として動く研究活動，

学級自治会，学年自治会，学校自治会等を主体とする自治活動等のクラブ

活動と併行して推進せしめる。j

ここから「自由研究jは， r文化活動jを「各教科学習の発展開題を総合的に学

習する研究活動J(以下， r研究活動J)と「情操陶冶に大きな使命を持つ趣味に集
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まるクラブ活動J(以下 「クラブ活動J)に， I自治活動」を「公民的訓練を自ざ

す自治活動J(以下， I自治活動J)と再編したことが確認できる O なお， Iクラブ

活動jは，総合文化部を廃止し，郷土部を新開音1)，理工部を科学部，英語部を英

会話部に改変し，科学・運動・美術・書道・文芸・童劇・手芸-菌芸・音楽・新

聞・英会話部を霊いた。この背景には 東京第二男子的小が教科の学習内容を

発展させる機会として「自由研究Jを重視したからである O

では，それぞれの活動はどのように取り組まれたのであろうか。まず， I自治活

動Jについては， I学校教育に於いてばかりでなく，其の社会生活も家庭の生活

も，総て自治的に営なまれJ(36)るものとした。そのため， I協調性のある自治JI平

等観に立った自治JI企画性のある自治JI進歩ある自治JI寅任ある自治JI反省

ある自治JI素直な自治jを呂指し，学校・社会・家庭に関わる内容で実施した。

次に， I研究活動Jと「クラブ活動jは， [表 1]の経営方針に基づいて行われ

た。{表けから，次のことが確認できる o 1つ自は 「クラブ活動Jは，部の変

更以外は，以前の「文化活動jを継承し 3年以上で毎週 2時間程度，各部ごと

に取り組んだことである o 2つ呂は 「研究活動jは 教科と連携して行われたこ

とである O このことについて 東京第二男子約小は次のように述べている (37)幻37)η}

「教科の学習指導導-が児童中J心心L心、の考えを基盤として ;児i忠己童の自発性を尊重し，

学習素材を児童の中に求め 児童の心心、意の発達に添つた指導方法が考えら

れている O そして此の新しい教科の学習指導は更に発展して，学級学校等

の枠まで外してきた。そして生きた実社会に直結し あらゆる教科が入り

からまって存在する社会の実体面から 総合的な生活に即した単元を取材

した研究に至るべきものとなったのである O そうしてこそ児童をして将来

の生活面に生ずるいろいろな問題を立派に解決し得る力を培養してやる事

になるのである O

欺うした学習指導の発展こそ 課外指導の研究的なもの、主流とならね

ばならないのである O 欺く考える時諜外指導としての従来の文化活動はそ

の精神に於て合致するが，その組織の上に於て種々の不便を来すのである。j

そのため，学級や学年での協同の活動により，各教科の発展的な課題や児童が

興味を持つ題材を中心に取り組まれた。具体的には 各教科の発展的な課題に対

して，各自が生活の中から題材を見つけて自由に研究活動を行う①「各々が各倍

に自由な題目を捉えて研究する形のものjと遠足や校外研究で扱う大きな課題を
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{表 l 研究活動とクラブ活動}

主 E語 認主藍教官 児 童量 磁 時員長 鐙材

1， 教研科究活と巡絡した 1， 事参学j加年三l誘ま単位で導は怒任が
重力であること

学そ級の担他任
総 E寺

1，教科学習に於ける

研究活動 研究車種題成す目fるiJ'1こ
一巡

発展した問題

2，共悶の活動が多い 2， 主学語年材の中で
3時間程度 2，教科学習の発展とはJJIJに

中心lこ絞る
j足量Eが興味をもっ題材を
選ぶことも可

1， 芸追能求楽すそしのものなどを

の いる集クいラブであとるして
1.学級学年の枠なし

害事道 音楽

クラブ活動 特長にずそるの教i茸官に 図工文芸

2，凶年以上希箆者 童五事i手芸
一逃 2時限 文化活動にI汚じ

2，銭入の活動が多い 一二三年優秀者 自由芸 体育

3，一人一涯に加入

(東京第二師範学校男子部F付属小学校 i新しい各科学習指導の研究j(学修館出版部， 1947) 423頁より筆

者作成)

クラスで分担して研究する② f一つの大きな問題(生活面から取り上げた具体的

問題)を学級全体でそれを分担しながら研究する形のものJの2つがあった。

以上を踏まえ，以下では， 3学年以上を中心に，社会科単元指導計画の単元構

成について明らかにする O 具体的には， r要領 1jの情報と実態調査が社会科単元

指導計画の作成に果たした役割を検討した上で 「自由研究jの「研究活動J1自

治活動J，1復興活動jとの関連について検討したい。

4.社会科単元指導計画における単元構成の特質

( 1 )社会科単元指導計画のカリキュラム構成

先述のように，東京第二男子的小では， r要領 1jの情報と，実態調査の結果か

ら社会科単元指導計画を作成した。前者の『要領 1jの'1育報とは， r要領 1jの呂

擦と「問題単元jである。東京第二男子附小では 社会科の目的を「人間生活・

社会生活をよく理解して 更によりよい社会を創造し発展させようとする社会的

な能力と態度とをを養うJ(3ω こととした。これは 『要領 1jの「青少年に社会生

活を理解させ，その進展に力を致す態度や能力を養成するj側という社会科の目

的と重なるものであり 東京第二男子i的小の社会科の自的が f要領 1jに基づい

て設定されたことを意味する O また 「作業単元jを「各問題 (1問題単元J) の中

特にどれかをねらったものでなければならないJ(( )は筆者)とし (40) 要領

1 jの「問題単元jの具体化よりも「問題単元」との関連を重視して作成した。

後者の実態調査の結果とは 先述の井二坂の指導下で、行った「児童生活J1児童の嫌

うことJI児童の遊びJI児童の勤労JI児童の読書JI児童心意jの調査結果ωか

ら， I心身の発達と生活の一般的特徴JI生活の内省と理想の追究(歴史的考察)J

「生活交渉盟の拡充jをまとめた{表 2]の「児童の生活様態jである O 東京第二
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男子附ノトが，こうした児童の実態を重視した背景には，井坂の教育観の影響があ

るO 井坂は，新教育の中核に公民教育を据え，子どもが「現在営んで、いる社会生

活，生活活動jと「子供の関心と要求の発達，現在の生活の実態等，広く子供の

発達jを踏まえて 「新しい社会をつくる基礎となる新しい人間性を陶冶J(42)する

ことを重視した。「単に子供の実態が把えられるばかりでなく，同時にその背景を

なしている社会の姿を把え得るJ(り)という立場から〔表21に「生活交渉圏の拡

充Jを加えて児童の実態を整理している点は 井坂の影響と考えられる O

以上を踏まえて作成された単元表が{表 3]である o [表 3]から， r要領 1J] 

の「問題単元jの具体化と見なせる単元は 3年の r28.J，6年の r16.Jr18.J 

r20.Jの4つのみであり(判 3活動に関わる単元の多さに気づく O このことは，

単元名を 13.Jで述べた 3活動と比較するとさらに明確になる O 単元名を 3活動

と比較し，類似する単元を抽出したのが[表4]である o 1研究活動Jについて

は， r 3.Jで述べた①として， 3年の 12.JIll.J 115.J 116.J 121.J 124.J r31.J， 

4年の 17.JIIO.J Ill.J 113.J r18.J r19.J， 5年の 11.J16.J r7.J 117.J， 6年

の 19.Jrll.J 112.J 119.J 125.J，②として， 3年の 15.J17.J， 4年の 13.J14.J 

16.J， 5年の 13.J15.J， 6年の 114.J等の遠足や校外学習にあたるものと 4年

の r3.J，6年の 13.Jがある o 1自治活動jについては， 3年の rl.J14.J 125.J 

130.J， 4年の 11.J，5年の IIO.J114.J， 6年の rl.Jr2.J IIO.J， r復興活動j

には， 3年の 13.J118.J， 6年の 115.Jが重なる O

次に，これらの単元の特徴として，次のことが指摘できる o 1つ自は， r要領

1 J]の「問題単元jや他教科との関連を重視していることである o r注意事項目jを

みると， 1問題単元jの番号と他教科の名称、が明記されている o 2つ自は， 1学習

活動の要項jに「研究活動jと「自治活動J， 1復興活動jの考えが反映されてい

ることである O まず 「自治活動Jと関連する単元では，次の特徴がみられる o 1 

つは， 3年の 11.Jと4年の 11.Jでは学級自治会 6年の 11.Jでは学校自治会

というように，学年上昇による発展である O もう 1つは， 4年の 11.Jの「学習

活動の要項jの 17，家庭生活の計画jにみられる家庭でのことを踏まえて学習活

動を組んでいること 5年の日O.Jや6年の 11O.J等のように，学校行事の中

での自治の重視である O 次に 「研究活動jと関連する単元では，次の特徴がみら

れる o 1つは，①「各々が各個に自由な題目を捉えて研究する形のものjにみら

れる夏休みに倍人で自由研究を行い 2学期はじめの発表会で交流することであ
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[表2 児童の生活容態}

心意の発i量と生活のー磁的特徴 i 生活の内省と理懇の追究 ! 生活交渉殴の主主充
i (庭史的考察

1.自己の内約カを急に外にI勾って発表し鉱JCJ1.他人との対立総係，自然界などとの交渉に J1.自分の家と学校とを拠点として念に生活領

していこうとする。従って他の人，他の物に iよって， El己を知るようになり，従って反省|滋を鉱充していく。縫準にのって迷くの方に
よく対立して緩いを生じたり，磁暴露したりす iするようにもなる。 J出向いたり自転車にのってどこまて・もいって
る。その為に生活が一般にやんちゃになり， 1 しまって夜になってももどらないで緩や教師

務長ヲ会.玄去日経二玄必y.~.て三弘………...1.....……..........……“………日…..“……….“…..….....…日…….……....….“.…I!ι三t心心F挺f:宏宏主た~!立土ゑφb法空タ佼?I宇境~!史φ壬食卸!ι".受季~.~<!沿……….“..
2.若衣<s綴草.持物なども乱れてくる。 i宮雪諮.~動詰作 12
も草総iま暴正とな9放らつとなる。 1について深く lまり下げるようになり，向時に!点と線とであって主主の聞を深く充実し関係づ

・……………….H音波:':.f!?雰等生j喜;祭:t9.:さ.'1..1.三~t~.1t.をのゑ.....I!土1.~.~ゑ主!主~.~主主;.~.:9...
3お1的能力{比絞・ヂPJJ11'判断，記憶毒事)が 13.共同社会から認められることによって，自 13.家庭生活では，

初当発透してくる。理科，工作毒事の学習に特 11宮をもち，又常にそうなろうとするところに i縫のそうじ，部屋のそうじ，おっかい，家主主

(こ努'.~き.まぶ.?:f.?.!主主3?.……“......…...…・..l~.~からゑよ ?.t.~... い・……………・・H・H・..l fi詩作業，ふろたき，まきわりま毛の他の作業を
4.求知心がつよく傑々な物をよく集める。然 14発明とか，発見とかiこ輿味をもち，科学と!するようになり生活の質的方面を鉱充してく

しそれを深くみたり考えたり，残忍した習す lか宗教とかへの紫朴な関心をもつようにな iる。
中 iることは素だ 2 まく出家主~.:，.........................l る又 ! 
学 花王掛t強くなって来て，理くつをこねま百15盛んに輸の起紙必I~'t~~ïij説Î:'泌 i学校生活
年!してくる。物事の鰍すききらいも問中心 iと歴史的事実も求めてくる。特に科学的な疑|織運動場，錦繍，銀本気小髄，絞

/ 民 主 命 令 加とかλ 撚丘!~.?y.~主皮切校以 |校側室料開に鮒紡制服さ

6島9<i予約とな哲運動競技を好む。英雄袋持的 16.太古より茨モEに至る長い歴史的経過を一指|

四 iとなり，グノレープをつくって集団行動をす |して普としてしか考えない。 I近隣社会生活

; ~ゐ...Y..二グコ銭円悠的主者.;?~史合.主.会.~.ゑ，..+…・…-….........………“・……一…・・…… iぉ友逮の家(かなり多い)， 1まらつぱ，哲学
芸 17.従って気の弱い子，体力の劣る子どもなど 17.人物，特iこ英雄縁を好む。 1玄鐙島関，荒)11嵯，継物除動物麹，石神

山 11訪!当塁手.響.ξhゑL ・..........…....，...........・H ・H ・..1….........・…一…………・・・…・…・...............1弁)11千)11誌を，エ怨， 建築滋 駅の近く 率

.~:.'iJ!.険'...?:Y:んかX.考長.~-!.~........….........……i号:f.l.?!.~~.• 生ピさ.:?笠通主~~ぎな(/)1主竺戸空主 i鼠運動兵屋 官草紙自動l¥iの修理場などに
9絞擦の傾向もJitの時期に大きな変化をす ト9従って日記，学級自箆などによって，自己

る'.9..主.~1.忍滋~:多..~.:，........“…‘M・M・....……..l~?:祭J主主滋乞 2 主主.~:後iζなゑ守
10努女の性別も相i当はっきりしてくる。 110抱父母，伯父母，従兄弟などのi止代関係も

11.よく人と対立したり，自然現象などと交渉

する事によってそれが契機となって次第にa
Jì.玄.~警官!日銀務:::t?.点2.!~免:?'R. …
12.以上の傾向も四年の後半になると余程趣を

県民L主~ーの焦l.t~.~怠QI.~..?.，・
13.Jtの他，自治心も出て米て自治約生活ーをす

るようになる。

!っかめる。

1 全身に兄さん，姉さんらしくなり殆ど大人 11.内省的になってくる。将来への滋惣ももっ 11 三，悶年当E時寺，是念aに主鉱t充した生沼活i~鎖目域を有

η!思存弘.煮秀烹.
2求知心も一互溺話つよくなつて'耳澄E総的とな i胞2.自分の家とか'郷土とか歴史をたずねた i但2.図望密~j館百協乳l.峡髄館， I樽専物免鰍1などに深い|関鎚心を

る。発事]発見とか，機械怨具符文明の和IJjl苦に jり.物事の源問をlま9下げたり，又広く日本 iもち，自ら出向いていくようになる。

E関心:主県t~毛主主ふ-:'~.q. ・…....・M・-・………… i主主:!Ji::芥の鰐王!~.ÞJ~.玄関.~..1.:.. ?広!!:.弘 ..1 
3. 自ら生活を内省し，自治，自立の生活が出 13.物の起源から現f"lこ玉三る発展を追い之を経 13.~主彪における生活も内容的に深まって

.*-.~. 
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{表3 単元表}

4Jl月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2Jl 3月

1始めての自 4おせっく 6町の按抽
89ZE込町の家着鞠

12お平伝 16草創研究 れ18私の主主入 21.'l'{問籍 26近訴のお友鐘

治会 6足.!字額公磁溜 7.成車駐在 13.m舎のお 報告縫覧会 22役に立つ動鞠 27たべもの

4-F 2勉強の仕方 10水道と井戸 盆 17.お掠 19遂動会 23..穏気とガA 28品輸はどうして怠越の平にき量るの

8極主主 強lLl正体中の勉 14色々な疑 20.~弘子し 24.一年附の日!i: tJ、

物 25クロスマス 29.D吋f(}古
15白出研究 30お畿銭

31三年社会科について騒音

1自治会 4悶舎と町 S.訟の日 日発表金作品説 14工場見学 17訟たもの町訟たちの東京白生い立

四~ I~ 池袋町の復興の桜子 5回然防拓農額住定の免学 9.交際 12.1lJQ)平と下町 15鞠の節約と保存 ちと ftくみ

3.Dl!t空記念日 6武蔵野酷遂の復緯工事 10自由研究 13質問符から 16弘の小遣緩から 18質附箱から研究発援金

7夏休みの計図 19一年I砲の反省

1.勉強の仕方 4お台所と宜駒 6.]:(体み 7.研究発後会 11./封、の工夫 14議L.'、生活

42手Z 
2約気と続税 5産量l6':の仕事 8 12.郵便局 15警務署と区役所

3選定高峰山 9.fUl盛と洋経 13石段 16発瞬発Jt

10運動会 17質問領から

I学級自治会 6摘 rtrと配給 10水泳会 12研究体敏発表会 16.工業はどの僚に発議し
2221 紅生白活EのE活合議極総化

2‘立派なまとまった組にす 7消費総合 11繰題研究 1H3.鎌.!IO金Zの遠発足展とその将来 て行くか

るには
89な文自に字然役苗的立感錨っはみて社い会る生か活にどん

17.鐘械の像力 23.慈底生活を豊かにするには

六 3新しい憲法 15勤労作業
1は189.ど事う紋すのれなばい出安来全るな治生、活

24臼本}ヰ磁には

年 4都市と健厳 25修了式JM際会

5.社会生活と綴業

2に0は-段ど昇うのす人れがば仲よょいくかする

(東京第二師範学校男子部1;付属小学校 f新しい各科学習指導の研究(学修館出版部， 1947) 152-167頁
より筆者作成)

るO もう 1つは，②「一つの大きな問題を学級全体でそれを分担しながら研究す

る形のものjで，学年での校外調査研究の重視である o 3年の 17.Jの成美荘で

の応、用研究， 3年の 15.J4年の 14.J5年の 13.J6年の 114.J等にみられる

各学級がそれぞれの研究課題に応じて調査を行い 学年の発表会で交流する活動

を行っている O 最後に， I復興活動」と関連する単元では， 3年の 13.J118.Jや

6年 114.Jのように 成美荘で勤労作業を行っていることが確認で、きる O

以上から，単元表における単元 1つ 1つを検討すると 「自由研究jの「研究活

動JI自治活動jと「復興活動jとの関連が確認できる O これは，先述のように，

「作業単元jが f要領リの「問題単元jとの関係で作成されたため，具体的な単

元構成が3活動を重視して行われたことを意味する O

( 2 )単元構成

単元の展開が示されたものは， Iお友達の病気J(1年)I町の乗物J(3年)I鎌

倉遠足J(6年)の 3つである O このうち， [表4]に含まれるのは， I自由研究j

の f研究活動Jの②として作成された「鎌倉遠足J(6年)である O そこで， I鎌

倉遠足jを事例に 単元構成の特徴を検討してみたい。

「鎌倉遠足jの展開を表したのが{表げである O この題目は， I一，題材JI二，

指導者の立場より見た題材JI三，児童の立場より見た題材JI四，指導方針JI五，

指導計麗JI六，学習活動と指導の実際JI七 学習効果の測定jから構成されて

p
h
U
 

4
 



{表4 3活動に関わる単元}

※下実線は「研究活動j①，網掛けは f研究活動j①，斜体は自治活動，その他は「復興活動Jを表す。

(東京第二師範学校男子部附属小学校時庁しい各科学習指導の研究J(学修館出版部. 1947) 144-167頁
より鋒者作成)
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{表 5 題材「鎌倉遠足J(第六学年)の展開}

従来の単なる年中行事のーっとして災皇室されて来た，何毒事児訟のと芋宅盟主ま款にもとづかない，そL.て企隠伎のない
遊び本主主の遠足の考え方を総て h こ〉に訴しく社会科数字まの立総から取上げ.之を主主に窓誌づけ発燥させて行き
たい.六年生の社会科数予干の教育のねらいが.仕事をi晶じて人々が如何にi畠カしているか，そして殴寄託社会を溌縫
させる母体としての厳重量生活の磁鮮を沼ざしている. j官話事者の滋IRH主，兆円事昼食i車産を機金として，兇重量が学級耳立
i立学年協肉体の一人として.始めから終りまで自分毒事の巡足としての自主主を持ち資任ある行動をとることを綴符し
ている.

在~存前官級王兇変あ，:E:~05~ì蓋fミミFでじ:ー覧室E百三1'.1苦言~1克己1裂す玄m吉正;:-，ζii-~-\三-FFまE蓄を夜五万t:，万モ-~:;--
て目特に斯うした興味深い路地錦滋にあっては.塁王慢のあらゆる学習活動の総務を総合的にl世銀い得る伎がある.
従って斯うした取扱いを効染あらしめるためには，絵師の胤~Jな会主謹と十分な研究が必箆となるのである@

四.

足の留が~j也の希長選終査のまま巣(児重量 i立時iに緩念として受取っていた援史の
いう意欲，地耳量的なもの，耳豊科目t)なものを総べたいという窓欽}から決定.

1.児童の学習窓欲を基総として立総指導すること⑤

2， !3学自治の態度により企翻・実施・反省させること。

3，単なる見物でなく， -~量目を定めて深〈研究する態度に誘導すること也

4，資任共倒の精神を滋んじ，統制ある行動をさせること.

5，君主裂の主t会情勢と遊縦しないこと.

1，遠足首1罰百の隠し合い (2時間)

2，研究発畿会 (2時間)

3，的自の打合会(l時間)

4，当日の術導(l日6時110)

5，報告会 (3待問}

G，記録の段滋(l時間)

1.遠足 ~f 阪の隠し合い寸Ö~正員の m的地希援総査を行い多数決により決定する
0六年三学級一緒になり学年協商量会世話fH躍して，話益段の隠的をINl詣し.学校の都合を{向
いj朝日を決定する.

0研究方法について針縫し，災緒的iこ十分研究をすること，研究は各組でそれぞれ分絡
してしっかりま蝿ベ，笑施的に研究宛主覧会在行うこと，主経路後には眠草地研究をもとにした
綴倍会を附くことを決定する.

2，四時jiji;-iiii----一一一ーー--rニ芯--õj主回京王す録音宮司王7あ，~iiììW--õ，禄1f(j'iÌÏìÍ.形衝で三宮iiììW--õ殺1f~lif空白E主総}!"--
0鎌倉時代の年授作成 O鎌倉時代の地質・ 1由形

二詣10沿線の町線ベ O鎌倉時代の武士の生活 O鎌倉時代の樹祭 O鋭光鎌念 O 
報機符
三組 O三浦半島の地図 O鎌倉の名irrl日綴臨 O鎌倉幕府のなりたち O鎌倉時代の

l:i!;JL_Q縫合政代々銭感銘ー
3目研究発援会 fi五瀦i主主査絞~iこ先た ' 量まの務実5う荷主主，1ïï平E芯ij-~-ïf>'"~-lIi-・1百~î暴ーあ蕊3Ff"i'i-CJci

4，百品百万純一一一ー一一--r6気迫滞養士訣丈ぬ予:一東京帝京ー蕊奨:一薬務あ蕊義蕊凌す腕前---;-ニー鴻荘'

毒事。
O家臣E通知一期日，目的.行動の紙製，資丹1.持~.Il"災の他.
0事務分本一会計係.庶務係，児躍係.

5，寸前日~~--------一一δ1i持拡一局'roi碕jß---δ滞京一δ蹴ーで5部;àfi交通'ØBmr-------一一一…-

6，--~-百万弱ïii-------一ー---fδ荒波苦言被家主主薮デヲヲー下京てこ:エ蕊:g.~一回1正義耳(i>Tlff.ð"Ki';-~~あてで苓ヌ~~iliあ夜帝京ま
り錦人世j符を童詩人集合する白丁度i温鈎狩京~に当たるので初日;の混雑が予惨されるので，
通勤者に迷感を及iまさぬ線分散綾s誌をし，自主的な書長物飢餓をする。
0東京駅と丸の内ピル街.術書官の表玄関，11r公響絡会lJ吋各総の発務状況を鋭る.

0東京より鎌倉までの沿紘鋭綴.イ， J京浜工業i也千侍4磁の工場 ロ， J紅京地 ハ。大
森の貝主宰 ニ，多熔)11と)11鱗司T ホ.綴浜市ー貿品機 へ.保土ヶ谷。戸線ゅ近郷盤整村，
住宅地 ト白大島ト交通の霊草地，後膨所 チ. ii草子ー住宅地，保告書，遊覧 リ，吉弘ヶ谷ト
ンヰノト也監会1司辺のlU
O鎌倉紫(午前九時， JlH蛭)
O隊列を般え八機首へftiJってw宛.イ， "屯しい'l'i11r大路ー大鳥J.'ft，幕府跡， ~Î苦路の
f企，主主，桜，訟の並木 ロ，J¥総省v 縫立，要員神， d眠平i也，やぶさめ(九)1十六日)白
隠れいちょう
0各車i俗に研究地域へ分散.
一級のコ-7. イ， l:!ll苦聖書f(-mT営，鎌倉以陣の災術品 ロ，紙朝i慈ー大成llJ車掌.総長IY!の
欧 ノ、，鎌倉官ー建立， f盤永続ヨ~，土司'.実物館 ニ.衣綴llJ-i量禽健fと絢UJlのは1.必
食，休慾.7.ケッチ ホ. r骨)1ト管磁緩織の逸百舌 へ，荷i仰の滋島東勝守，鎌倉幕府の滅
亡
二総のコース イ，大仏ー起工，落成. !共裟，大いさ ロ，長谷観音ー縁起ハ，極楽守
主圧-J也f聖地腐の箆ilii ニ，稲村ヶ崎一新宿義氏の故事.昼食，休懲， λケッチ ホ. lh 
比ヶ浜ー相模湾の-li'1.魚，民，泌総O)j)l¥集
三組のコーλ イ， 口縮8反】WJi函し，鎌倉攻め 口，主主長寺せ華倉五111. 主主立，白書聖建
造物.J!l[持iの結ノ¥半{曽JJi-鎌倉町の展望。昼食，休1'iI).. 7.ケッチ エ，政子，実戦
の慈

五，指導E十lmJ(!十15時間)

0学管内容の理Ai伶O¥lJt.

(東京第二師範学校男子部F付属小学校 f新しい各科学習指導の研究J(学修揺出版部， 1947) 186-198頁

より筆者作成)
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いる。この表を 13.Jで述べた「研究活動jの特徴と比較すると，次の特徴が明

らかとなる o 1つ自は 年中行事の遠足を社会科の立場から 構想していること

である O このことについて 東京第二男子附小は次のように述べている附

「従来の単なる年中行事のーっとして実施されて来た，何等児童の学習意

欲にもとづかない，そして企密性のない遊び本意の遠足の考え方を捨て、，

こ、に新しく社会科教育の立場から遠足を取上げ，之を真に意義づけ発展

させて行きたい。J

2つ自は，児童たちの共同で行う研究活動を重視していることである O これら

の特徴は，先述の f自由研究jの「研究活動jの主眼と共通するものである o 1六，

学習活動と指導の実際jをみると 11，遠足計画の話し合いjで，学年で集まり，

各組の調査事項を決め 16，当日の指導jでは 各組ごとに調査を行っている O

さらに，この調査の成果は 17，報告会Jで，各組が発表し合うという流れになっ

ている O

このように， r鎌倉遠足jは， r自由研究jの「研究活動Jの実践として，社会

科学習の発展学習として位霊づけられている O のちに東京第二男子前小は，遠足

の意義を次のように述べている (460

f遠足は社会科，理科等の学習を自的として行う場合もあるが，社会科，

理科等の総合学習として行う場合がある O 斯かる場合『鎌倉jという大き

な単元として実施前より実施後の整理まで各児童が或る題目を選んで研究

グループ。を作ったりしてその成果を発表し合ってより学習を深めて行くと

いう事ができる。J

5.結語

東京第二男子附小は， r要領 1jに基づく指導法の研究のために教科書局が指定

した1947年度の実験学校であった。そのため，先行研究では，東京第二男子附小

が作成した社会科単元指導計画を『要領 1jを具体化したものと評価してきた。

しかし，東京第二男子約小は のちに社会科実践の根底に「文化活動Jr自治活

動Jr復興活動Jがあったことを指摘する O 本稿では 東京第二男子関小によるこ

の指摘を踏まえ， 3活動との関連から社会科単元指導計惑の作成過程と単元構成

を再考察した。その結果 以下の点が明らかになった。

第一に，終戦直後の東京第二男子附小では 「復興活動jによる学校の環境整
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備， r文化活動Jr自治活動jに力を入れる中で 教科書:局による実験学校指定が

契機となって社会科の研究を開始したことである O その際 重松や初等教育研究

協議会から情報を得ながら進めたが 文部省も試行錯誤の中で社会科の研究を進

めていたため，最終的には f要領 1jの百標と「問題単元jの情報が得られたの

みであったO そこで， r要領リの呂擦と「問題単元Jと井坂の指導下で進めた実

態調査の成果に加え，それまでに力を入れてきた 3活動を踏まえて社会科単元指

導計画を作成した。第二に 東京第二男子附小では 学校を整舗するために「復

興活動J，教科内容を総合的具体的に扱い 実生活の中で児童の教養を向上させる

ための自主的な研究活動として「文化活動J，児童に自律的な自治的能力を培うこ

とを昌指して「自治活動jをそれぞれ第三学年以上で実施したことである O さら

に， 1947年以降， r復興活動jは勤労中心の内容となり， r文化活動jと「自治活

動Jは新教科「自由研究jに「研究活動Jrクラ7"1古動Jr自治活動Jとして再編

された。第三に，社会科単元指導計画の作成において f要領 1jの白擦と「問題

単元jが参考にされたが，具体的な単元は， 3活動が基盤となっていたことであ

るO 単元表の単元は f要領 1jの「問題単元jとの関連は重視していたが，多く

は3活動を基盤とするものであった。また， r鎌倉遠足J(6年)の展開は， r自由

研究Jの「研究活動jの考えを踏まえて単元が構成されていた。

以上から， 1947年度指定実験学校による社会科単元指導計画作りは， r要領 IJ 

の呂標と「問題単元jを参考にしつつも それまでの学校の経験に基づいて単元

を作成する動きがあったことが確認された。東京第二男子約小の場合は，それが

「文化活動Jr自治活動Jr復興活動」であった。このことは f要領 IJの具体化

を研究課題とした実験学校でも 1947年 9月の社会科実施以前に作成した社会科

単元指導計画には 十分な f要領 1Jの情報が盛り込まれていなかったことを意

味するのである O

本稿では， r文化活動Jr自治活動Jr復興活動jとの関連から社会科単元指導計

画の作成の解明を臣指したため，検討対象が中高学年以上となった。今後は，低

学年の検討も踏まえて東京第二男子附属小が作成した社会科単元指導計額の単元

構成の全体像を解明し 成立期社会科の実施過程の解明に努めたい。
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( 9 ) 豊島i亙立郷土資料館編?豊島の集団学童疎開資料集 (7)J (2001)。
(10) 小UJ昌一先生ご、勇退記念の会編 fi*~動の教育一小山昌一・人とその教育-J (表現社，

1976) 80頁。

(11) 東京学芸大学付属豊島小学校 f学報 創立五十周年記念誌J(1961) 246頁。

(12) 黒津得男「新教育者の進む道J(f国民教育中学年j第6巻第2号) 1946) 4真。

(13) 井坂は， 1938年に東京文理科大学を卒業後，東京府豊島締範学校教諭，文部省図書

j奇事務 l属託，文部省 I~警監修官を経て， 1946年 2月から教科書局第一編修諜に属した。

教科書局では，青木誠1m郎とともに f由民学校公民教師用書1， r教育心理jをはじめと

する多くの手引書の編集に関わった。

(14) 長野師範学校男子部附属医i畏;学校 f昭和21年度学校日誌J(1946)。

(15) 1947年度の実験学校では，各教科の学習指導要領に基づく指導法の研究が研究課題

とされた。詳細は，拙稿，前掲(註 8)39，40頁を参照。

(16) 東京第二師範学校男子部附属小学校 rr新しい各科学習指導の研究j編纂計画J(1946)。

このメモは， 1947年 5月に発行した f新しい各科学習指導の研究J(学修会出版)の編

纂計画をまとめたものである。 f研究事項Jr構想、の概要Jr研究分担と期間，量jから

構成され， r研究事項jの中に) r本校教育の構想jが明記されている。「研究分担と期

間，量Jの1:1:1に)r期間十一月中完了jと書かれていることから) 1946年11月以前に書

かれたものと推泌される。なお 筆者は このメモをご子息の小山賞氏からご寄始I買い

た。ここに記して謝意を表したい。

(17) 東京第二師範学校男子部附属小学校間iしい各科学習指導の研究J(学修館出版部，

1947) 2頁。

(18) 東京第二nili範男子部i討属小学校 f社会科の学習指導計画案Jcr社会科教育j第2号，
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1947) 17真。

(19) 小山昌一「激動の昭和史とともにJ(小山昌一先生ご勇退記念の会編，前掲(註10)

81真。)

(20) 会議には， r要領 1J編纂者の重松・塩田・尾崎・上回，東京第二男子附小の黒浮，

白金小の大石らが参加している。会議では， 11.社会科の導入のための準iiliiJI rr .学

校カリキュラムにおける他の教科と社会科をどのように関連させるべきかJI国.小学

校において白下の社会問題の取り扱いをどうするかJI百.社会科カリキュラムにおい

て宗教訓練とどのように関連させるかJIV.社会科の成果をどのように評錨できるかj

が議論された。 (GHQ/CIE，Report of Conference， 19 March 1947， CIE (C)00334. ) 

(21) 東京第二師範学校男子部附属小学校 前掲(註17) 2， 3頁。

(22) 初等教育研究協議会の研究動向については，拙稿，前掲(註 3) 5頁を参照。

(23) 黒沢得男「日本教育の支柱たれj東京学芸大学付属豊島小学校 前掲(註11)127頁。

(24) 東京学芸大学豊島附属小学校，前掲(註 2)9頁。

(25) 両角達爾 f社会科実践感想、J(件五-教育研究j第6号， 1947) 12頁。

(26) 東京第二師範男子部附属小学校，前掲 (~tl8) 17頁。

(27) 伊藤一郎「附属小学校の研究部長のころJ(小LlJ昌一先生ご勇退記念の会編， 1IIJ掲

(註10)110頁。

(28) 東京第二師範学校男子部111]属小学校 前掲(註17)414頁。

(29) 豊島師範学校附属小学校の「文化活動Jは，昭和 7年の新教育改革で実施された。成

田千里主事の指導下で新任の重松腐泰を中心に進められ， rわが校の新教育J(1932)に

成果をまとめている。

(30) 各部の活動概要は，次の通りである。理工(理科・算数・工作・気象天文，動物の飼

育，植物の栽培採集)，文芸(読書指導，詩・歌・勾・脚本等の鑑賞及び創作指導入事

道(日常生活における文書通信等の指導入郷土(学校を中心とする生活環境繍査，郷

土の地理的・国史的なものの再吟味 科学的研究態度の育成) 音楽 (11自歌・器楽・鑑

賞の指導入童劇(紙芝居・幻燈の筋書・実物の作成) 図画(児童製作品の鑑賞・展

覧，共同作品の製作)，手芸(基本的な裁縫技術の習得，作品製作，鑑賞)運動(様々

なスポーツの理解，スポーツマンシップの育成)， 1認芸(近くのi謡芸場で，低学年は草

花，高学年は野菜の罷芸)，英語(絵題・動作・事物等から直感的に，口から耳への学

習により言葉への関心を深める)0 (市JII誠「国民学校教育の一動向J(r婦人と政治j第

2号， 1946) 25，26頁，東京第二師範学校男子部附属小学校 f社会科と自由研究の指導

を試みてJ(第一出版社， 1947) 151-196真。)

(31) 文化活動発表会のプログラムは，以下の通りである。
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1946Jfl2Jl6B 1947年3Jll7日

i 際会のことば 高二 A保盗鍵吉 i 僚会のこtば 高二 A保庭健吉
2 ~.翁指著(文化活動の最) 初五，六女 2 よびか吋(自由の輩) 初六文芸部宥忘 {文芸)

3鍛 A誇(村めの竿授のかえり道) 初散防11桂子 {文芸) 3 斉唱(自由研究のお 全員

B文(おまt号) 初飽男畠Ol轟 (文芸) 4 作品臨場隣(えんびつの兄弟} 初密三井良技 (文芸}

斉萌唱究発A表i寺(菊虹菜Eのお萌も究ち)つき
初三男全員 B鋭作童話査(ス)トープクロチTン} 初五本村皐 ぱ芸)

初六男女 吉龍・草本・矢怒・高崎 (理工) 5研究尭表{交通事盈讃 初六義援Jf.夫 (箆土)

6 朗lIiA文(ひよこ) 初三女 )11誼高子 (文芸) 6 ピアノ遂弾(ハンガリー舞曲五番} 初六栓JII葉子，井上和子 (音楽}

B文(疎慌の患いHlの中より) 初五男本村泉 (文芸) 7 研究発表(冬の芽の観富) 初三協沼哲 (珪工)

合f唱究費A謹誌(のλ段ピー8ド4議i絶査)
w五，六女 (苦藁) 8 かげえ芝居 初一有事 {露合研究)

初六男議箆矩夫 (第土) B アコーデイオン4童書 初六真野幸治

9務袋 A鋳(おもちゃの世lJ..ll5桂紛 拐玉女握文子 (文芸) 10窃究提表(大挫の設準について) 高一下村博./I~樽孝(援芸}

B文((学主授魁の熱ゆtき色か)えry)
初六男諮問佳彦 (文芸) 11 唱歌指導(わたしは豊島のi絡の本) Ill't'先生と音楽努員 (音楽)

10 研究尭畳 初六男本村iï:~ {重工} 12 作品朗読 A童詩図露 初五堪文子 (文芸)

11 人形麟(大きなかぶ) 童員器部 全員 13 Bl詩作童話と霊祭ニ謹 初六轟田龍it (文芸)

12 m詳(研究怒として) 市)1滋先生 (音楽) 14 研究発表{吐く皐の色の夜究) 初六松田弘 {理工)

13 草野(全伎として) 主事先生 (餓) 15三録音稽 (4景色，シューベルトの子守歌} 初五苔志 {音喪)

14 閉会のことば 初六女関野明子 16 童話!lli(社子春) 童鋭部全員 (童麟)

司会者高一加1I鎮夫，下村降 17講評 市)11譲先生

18 開舎のことば
初司六会者轟初悶菌六lt# 正治， 務 整

(東京第二師範学校男子部出属小学校，前掲(註17)421頁，同著，前掲(註30)146， 147頁。)

(32) 東京第二師範学校男子部附属小学校，前掲(註17)403頁。

(33) 東京学芸大学豊島問属小学校，前掲(註 2)27頁。

(34) 東京第二師範学校男子部附属小学校「自由研究の指導の実際とそのあり方J(f教材研

究j第2巻第 5号， 1947) 32頁。

(35) 東京第二師範学校男子部開属小学校，前掲(註34)33頁。

(36) 東京第二師範学校男子部[Y付属小学校，前掲(註30) 198頁。

(37) 東京第二師範学校男子部ド付属小学校，前掲(註17)422頁。

(38) 井坂行男・両角達爾・小山昌一編 f新社会への子供一「社会j科教育の研究-J(牧

害庖， 1947) 103頁。

(39) 文部省 f学習指導要領社会科編 1 (試案)J (1947) 1頁。

(40) 東京第二師範学校男子部附属小学校，前掲(註18) 16頁。

(41) 小UJ教官が残したメモ(f実態調査案j) には， r勤労調査Jr読物調査Jr児童の発達

調査Jr遊びの調査Jr知能調査Jr自治会調査Jr情意発達段階調査Jr児童の人間像J
が調査項目として記録されている。なお，筆者は，このメモを前掲(註16)のメモと

ともにご子患の小山震氏からご寄贈環いた。ここに記して謝意を表したい。

(42) 井坂行男「社会科教育にそなえて一公民教育の方法Ja教育社会j第2巻第 3号，

1947) 18頁。

(43) 井坂行男・両角達爾・小山昌一編，前掲(註38) 13頁。

(44) 4つの単元のもととなったと考えられる f要領 1Jの f問題単元jは， rいろいろな

物を手に入れるには私達はどうすればよいかJ(3年)rどうすれば私たちは安全な生活

ができるかJ(6年)r工場生産はどこに，どの様に発達してきたかJ(6年)r世界中の

人々が仲ょくするにはどうすればよいかJ(6年) (文部省，前掲(註39) 60-62， 

122-124， 129-132， 135-137頁。)

(45) 東京第二師範学校男子部開属小学校，前掲(註17) 186頁。

(46) 東京第二師範学校男子部前属小学校，前掲(註30) 107頁。
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The Role of“Cultur討 Activities，"“AutonomousActivities，" and “Rehabilitation 

Activities" in Developing and Implementing Social Studies Units at an Affiliated 

Elementary School of the Tokyo Second Normal School for Men: 

The Implementation Process of Social Studies in Experimental Schools in 1947 

designated by the Textbook Bureau of the Ministry of Education 

Masanori S1涯のZAl<I

The objective of this study is to analyze the role of“cultural activities，"“autonomous 

activities，" and “rehabilitation activities" in developing and implementing Social Studies 

Units at an A百iliatedElementary School of the Tokyo Second Normal School for Men， in 

order to clarify the specifics of developing and implementing Social Studies Units in 

Experimental Schools in 1947 designated by the Textbook Bureau of the Ministry of 

Education. To achieve this， 1 first analyze the movement of this School企om(?) 1945 to 

May of 1947. Then 1 examine the School's“cultural activities，" "autonomous activities，" 

and “rehabilitation activities." Third， 1 analyze the relationship between the three 

activities and curriculum structure and unit organization in Social Studies Units. 

The findings of the study are as follows. First， during the early post¥;var period， while 

this School was focusing its e宜ortson improving the school environment through 

“cultural activities，"“autonomous activities，" and“rehabilitation activities" the 

establishment of Experimental Schools， designated by the Textbook Bureau of the 

Ministry of Education， lead to the implementation of the Course of Study for Social 

Studies 1 (Tentative， 1947)， and provided an opportunity to begin research into social 

studies. Second，“cultural activities" aimed to develop independent research activities and 

enhanced children's education by treating the curriculum in comprehensive and concrete 

terms and applying teachings to daily life.“'Autonomous activities" aimed to cu1tivate a 

capability for autonomy. From 1947， the content of“rehabilitation activities" became 

focused on labor， whereas “cultural activities" and “autonomous activities" were 

reorganized as“research activities" and“autonomous activities" respectively within a 

new subject “free study." Third， the objectives outlined and “problem units" in Social 

Studies 1 were referenced during the process of developing the social studies units， while 
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specific units were related to the three activities described above. 

It is understood from the above that in the Experimental Schools， while references were 

made to the objectives outlined and “problem units" in Social Studies 1 when estab1ishing 

the curriculum， there were movements to create social studies units for specific teaching 

units based on past school experience. These were “cultural activities，"“autonomous 

activities，" and "rehabilitation activities." This indicates that the information contained in 

Social Studies I was not fully incorporated into the social studies units developed before 

the implementation of social studies in September 1947 by the Experimental Schools. 
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